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■はじめにはじめにはじめにはじめに 

我々日本人にとって巡礼といえば、四国一周八十八寺 1200ｋｍのお遍路を思い出させるが、

欧米、南米などキリスト教国の人々にとって、それはスペインのサンチャゴ・デ・コンポステ

ラにある、キリストの弟子の一人ヤコブ（スペイン語名はサンチャゴ）の墓の上に立つ聖ヤコ

ブ教会までの道を歩くことを意味することが多い。 

 わたしは、クリスチャンの聖地であるエルサレムにもバチカンにも行っているので、今回は

このサンチャゴへのカミーノ（スペイン語で道）を歩いてみようとゴールデンウイーク明けに

２ヶ月間の予定で成田を飛び立つことにした。   

 

 

 

   ポルトガル      

                   スペイン 

 

 

 

■どのどのどのどのルートルートルートルートをををを取取取取るのかるのかるのかるのか？？？？ 

「すべての道はローマに続く」と、ローマ帝国の繁栄を表す言葉のように「ヨーロッパのすべ

ての巡礼路はサンチャゴに続く」と言って良いほど、多くの巡礼路が各国からサンチャゴへと

向かっている。この内、案内標識や水飲み場そして巡礼宿などの設備が整っている２つのルー

トを歩くことにする。ポルトガルのポルトから北上する「ポルトガル人の道」300km とフラン

スとの国境近いスペインのパンプローナから西へ行く「フランス人の道」600km である。さら

に、このパンプローナの町から 70km ほど東に、フランシスコ・ザビエルが 19 歳まで育った

城があるので、サンチャゴとは逆方向だがこの往復 140ｋｍも歩くことにする。ザビエルとは

数年前、インドのゴアで彼のミイラが眠る教会を訪れており、彼の育ったバスク地方の風土に

触れてみたいと思っていたので良い機会となる。 

 また、折角ヨーロッパまで行くので、巡礼の後 2 週間ほどをフランスのモン・サン・ミシェ

ルやイタリア・ウンブリア州にある古都スポーレットと古都カシスも楽しむことにする。 

パンプローナ サンチャゴ・デ・

コンポステラ 

ポルト（ポルト

ガル発祥の地）

ザビエル城 
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 巡礼者たちと 

■ 巡礼巡礼巡礼巡礼のののの動機動機動機動機？？？？ 

動機か、、、わたしは、身体を動かすのが好きで、毎日ジムに通っているほどである。そして、

歩くのも苦にはならず、むしろ好きなのである。だから巡礼にも行ってみようか、という気に

なるのだが、長丁場の旅では、一応目標なり目的意識なりを持ちながら歩くと、旅先での行動

に切れもでるし、毎日がマンネリにならなくてすむ。なにより、旅をより楽しむことができる

のである。したがって、今回は、キリスト教の巡礼ということもあり、まずはスピリチャル（霊

的）な出来事を見逃さないようにしっかりと目を開いていることにしよう。次に、世界各国か

ら集まる巡礼者たちと、飲み食い話しそして歩きを通じて、それぞれの持つ人生観や宗教観、

巡礼の動機などについて語り合うことができたら、自分自身の成長に役立つのではないかと思

っている。そして最後に、かなり長い道のりを歩くのでその土地土地の気候風土、特に普段の

食べ物、飲み物を楽しんでみたいと思っている。 

 

■ 準備準備準備準備万端万端万端万端ですかですかですかですか？？？？ 

 格安航空券は、期間が 2 ヶ月間となると割高で、英国航空、東京ーロンドンーリスボンーロ

ンドンー東京、すべて込みこみで 13 万円。現地の移動は国鉄（駅で購入、日本よりかなり安

い）、バス（各国間格安は Eurolines.com で Net 購入、夜行バスで大体８千円）、飛行機（ヨー

ロッパ内格安は Ryanair.com で Net 購入、だいたいどこへでも片道 5 千円）そして巡礼路以外

の宿（格安は Booking.com で Net 予約、大体 2500 円／泊）などを利用することにする。それ

らの Net 予約はパソコンを持っていくと重いので、現地の比較的大きな町で“Internet Café

“を探して早目早目に確定していく方法をとる。もちろん日本とのメールや電話も 100 円単位

で安く利用できるから便利だ。 

 現地通貨は、ポルトガル、スペイン、フランス、イタリアすべて同一のユーロである。今は

円高なので 1 ユーロは 100 円と覚えやすい。成田でユーロに数万円分両替しておき、さらに必

要な分は、VISA カードを持っており、現地のどこにでもある銀行の ATM を使いユーロをキャ

ッシングできる。（日本の自分の銀行口座から毎月精算されるので、かかる費用は 1 万円のキャ

ッシングで 100 円程度である） 

 言葉は、英、独は問題ないのだが、今回は特にスペインが長くなるのでスペイン語を半年ほ

ど NHKTV で学んだのでそれを使うのが楽しみである。 

 持ち物は、もちろん 10kg 以下に抑えたリックサックである。靴はトレッキングシューズと

サンダル。とても軽くて小さい寝袋ももっていく。雨合羽は一応上下を持った。ガイドブック

は現地で何とかなるだろうと特に用意はしない。 

さー、いよいよ出発です。 
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街中を歩く                      美しい橋 

■ おっとおっとおっとおっとそのそのそのその前前前前にににに、、、、 

この巡礼についてのデーターを少しおさえておきましょう。全体像がわかります。 

さて、この巡礼はヤコブの墓が発見された 1200 年ほど前から始まり、気が遠くなるような歳

月を経て現在に引き継がれています。一時下火となったがここ 8 年ほどはまたブームになって、

昨年は 18 万人が巡礼。国別では 6 割がスペイン人、残りはドイツ人、イタリア人、フランス

人、ポルトガル人、アメリカ人、オランダ人、カナダ人、ブラジル人の順で、アジアからはキ

リスト教徒の多い韓国人が 1700 人でトップ。日本人は 900 人ほどです。時期的には 7－9 月が

全体数の 6 割強と夏に歩く人が圧倒的に多い。またルートはフランス人の道が 76％と特に人気

があります。次がポルトガル人の道（9％）とかなり落ちます。 

巡礼の動機は宗教上の理由が半分で、後の半分は文化探求その他です。ようするに、かなり

スポーツ感覚で歩いている人が多く、もちろん宗教は問わず、だれでも、何歳でも、誰の許可

も必要なく、いつでもどこからでも歩き始め、また止めることもできる。巡礼宿には誰でも泊

まれます。ただ、巡礼したという証明書をサンチャゴでもらえますが、その条件として 100ｋ

ｍ以上を歩いた者となっています。もちろん、わたしもこの証明書を手に入れ、巡礼の記念と

するつもりです。  

    

 

 巡礼証明証                  巡礼ノート                             

           
 

                  （次回に続く） 
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